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学校番号

令和 8 年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　計画段階　）

福岡県立 筑　豊 高等学校

昨年度も引き続き「実学」重視の学習によ
り、社会人基礎力を身に付け、卒業後に即
戦力として地域社会へ貢献できる（地域創
生）人財となるべくコミュニティースクールと
して教育活動を推進してきた。
　しかし、令和８年度入試においても志願
者数が定員数を大幅に割る状況にある。
地元地域を中心に専門教育へのニーズに
ついて分析すべき必要性を強く感じる。
　今年度において、全職員一丸となり、学
校満足度の高い教育活動を展開するため
にも、引き続き地域社会、行政、異校種等
と連携を図り特色ある教育活動を推進する
とともに、さらなる本校の魅力発信に注力し
「学校経営方針」の具現化と本校の更なる
魅力化、特色化を推進していく。

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

選ばれる発信力
・効果的な中学校への情報発信の強化
・ＳＮＳや広報大使を活用した広報活動の充実

チームで創る学校
・組織マネジメントの強化
・有機的につながる組織体制の構築
・「働き方改革」を踏まえた計画的・効率的な教育活動の創造

学びで魅せる授業
・基礎学力の定着と専門性の高い教育の実践
・さらなるＩＣＴ機器を利活用した教育内容の深化
・地域と連携した特色ある教育活動の活性化

社会で通用する力
・基本的生活習慣やビジネスマナーの定着
・生徒の主体的な活動の支援とリーダーの育成
・何事にも挑戦する意欲・態度の育成

安心と人権の尊重

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・起業家教育の視点に立ち「マネジメント」「クリエイティブ」「ホスピタリティ」の領域に必要となる
資質・能力を育成し、地域や社会で必要とされる人材の育成
・就職後は即戦力､即社会人として活躍できる人材の育成
・進学後は専門的な学びを更に深め､自らの進路選択の幅を拡大できる人材の育成

・経営者による講演会等､３年計画の交流活動【起業家育成プログラム】
・地元商店街や提携店舗での販売活動､商業施設でのファッションショー等､地域産業界と連携
した体験的活動
・直方市との協働による子育てサロンの開設等､地域行政と連携した社会的活動
・幼小高連携での保育実習や被服実習等､異校種間と連携した体験的活動
・社会人招聘事業を活用した体験的活動

・責任感をもった正直な生徒 （誠実）
・人の気持ちを理解し､自他を大切にする生徒 （親愛）
・何事にも挑戦しようとする意思と創造性をもった生徒 （創造）

学校運営方針

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「予測困難な時代をたくましく生き抜く産業人材を育成する学校」

　地域の産学官連携による実践的教育活動を通して、社会人基礎力を身につけ、卒業後に即戦力として地域社会へ貢献できる商業と家庭分野の専門
家を育成します。

年度重点目標 具体的目標昨年度の成果と課題

・教職員・生徒一人一人が安心安全に教育活動に向き合える学校づくりの推進
・人権に関する知的理解の深化と人権感覚の涵養
・誰一人取り残さない個別最適な支援の充実

９３
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・転学、退学率を令和７年度より減らす
・差別発言０件

学年主任、担任を中心に連携を密にし、生徒の情報を常に把握

生徒、教員が安心して学校生活を送ることできる環境作り

学年主任、担任と連携し、スピーディに保護者対応を図る

経済的支援を要する家庭を把握、奨学金の周知、案内など情報提供

・いじめアンケート、学校生活アンケート、家
庭チェックリストを活用
・修学支援金等の家庭の把握

スクールカウンセラーと共に、生徒の課題を把握し、心の健康充実を図る

保健委員会活動の活性化を図る

各学校行事前に大掃除を実施する

学校行事、ホームルーム活動を通し、担任と生徒の信頼関係を作る

学校生活全体において全職員で人権意識を持って取組

保健室で得た情報を関係職員と共有し、生徒の問題解決に取り組む

生徒会活動の充実と各部門との連携を強化する

生徒一人一人が挑戦し、成長できる環境・機会を提供する

選ばれる学校として生徒指導の内容について見直しを行う

健康診断を通して、体の健康充実を図る

１・２学期にキャンパスクリーンアップを実施する

生徒の健康診断受診率を１００％を目指す

全クラス３０点満点中２５点以上を目指す

現状に応じた研修の
実施により教職員の
見識、力量を高め授
業実践や業務効率
化に生かす

生徒や教職員が安
心できる学校づくり

各分掌の連携とチーム学校と
しての生徒指導

生徒の主体的活動の支援と自
己決定の場の提供

外部機関との連携の強化と校
内での業務効率化を図る

効果的なICT機器の利活用に
よる教育内容の深化

生徒の心に響く人権学習
（学年との連携）

生徒誰一人取り残さ
ない心の育成

生徒一人ひとりが安心できる居
場所としての学校の確立

自己管理「自分の健
康は自分で守る生徒
の育成」

心と体の健康充実

校内美化の充実

生徒の積極性を育む観点別評
価の実践

基礎学力の定着と専門性の高
い授業の実践

授業に取り組む姿勢が以前より良くなった
が80％以上

授業が「わかる」ようになり、楽しくなったが
80％以上

広報活動の充実
本校の良さを発信し、認知度を
高める

生徒育成部と連携し広報大使の活用をおこなう（学校地域協働活動の推進）

体験入学の満足度９０％以上体験入学の参加者３５０名以上

SNSの発信の範囲を広げる（通常の教育活動等）

本校を選んでよかった生徒９０％以上

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

授業者の観点別評価の理解を深め、生徒が学び続ける姿勢を授業で育てる

生徒の自分の可能性を現実のものとして感じられるよう全ての教育活動の中で支援する

校務支援システム、考査実施、成績処理等適正な実施、運営を行う

具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

「わかる授業」の実践により生徒の小さな成功体験を積み重ねる

自分の可能性を現実のものとして感じられるよう学力の伸長を支援する

「学びの本質」から得られる普遍的な価値を感じられる授業実践の好循環を図る

開かれた学校

基礎学力の定着と分
掌運営の連携継承
を連動させる

学校運営協議会を機能させ、
開かれた学校づくりを行う

学校運営に参画できた、課題に対して熟議
を行うことができた、改善項目２つ以上

年３回会議を行い、諸問題等について熟議を行う

地域学校協働活動について推進し、開かれた学校づくりを行う

CSディレクターを機能させ、会議の充実をはかる

ホームページの閲覧数を昨年より向上させ
る

PTA活動の充実とともに学校組織との連携を深める

ICTを利用した授業実践ができる教員の率
が90％

授業や教育活動の有効的活用のため、Classroomの活用をさらに推進する

ICT機器の有効的な活用を行い、生徒の充実した学習活動を推進する

本校の教育実践に有効的な校内研修を企画、実施を推進する

学校案内、体験入学等生徒募集を他の分掌と連携してその充実を図る

教務課・就学課と連携し自己肯定感や自己有用感が高められる教育活動を実施

安心安全な学校づくりと生徒教職員の心理的安全を高める

保護者対応など困難な課題に学年・分掌チームで取り組む

ホームページ、インスタグラムの発信を活かし、今年度は啓発に力を入れる

問題行動の再発０件、問題行動１０件以内
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常に情報を共有し、生徒の小さな変化を見逃さず、多面的な支援を行う
筑豊高校で自身が成長できていると感じて
いる生徒90％以上

行事等を通じて、「挑戦・突破」したいという強い精神力の涵養を促す

自己と他者を顧み、尊重し合う事で、望ましい人間関係の構築を図る

・第一志望企業内定率
・離職率

大学受験希望者支援（入試研究、面談、学習支援、講座開設等）

奨学金制度の周知、手続き支援

・第一志望合格率
・上級学校早期退学率

生徒の自発・自立を促す教育活動を実践し、生徒の可能性を伸ばす

時間・礼節・マナーを喚起し「筑豊プライド」の醸成を行う

進路学習の充実（講話、ガイダンス、オープンキャンパス等）

地域社会へ貢献でき
る家庭分野の専門
家の育成

科目の指導目標・内容・評価基準を明確にし、指導の充実を図る

専門商業基礎力の定着

地域社会へ貢献でき
る商業分野の専門
家の育成

社会人基礎力の習得

実践的教育活動の充実

・授業アンケートでの該当項目８０％以上
・各学年検定合格率７５％以上

各種検定では、上級合格に向けて主体的に取り組む態度と能力を養う

専門科目の学びを実践的な活動と連動させ知識技術を深化させる

指導内容に適した、社会人講師と効果的な時期の設定 ・年間１０回以上の社会人招聘授業の実施
・年間１０回以上の実践的活動も実施
・活動毎の満足度・達成感８０％以上

行政や商業施設と学びを生かした連携活動にの実施

活動において自己有用感を育み、リーダー育成を図る

授業アンケートの「理解度または興味関心
を深めた」等の項目での普通以上の解答が
８０％以上

主体的に学ぶ意欲の育成を目指した観点別評価

授業・検定受験者へのサポート等、個々に応じた指導

地域貢献活動への積極的参加等、実践的､体験的な教育活動の推進 各教育活動後のアンケートで「積極的に取
り組んだ」「地域や社会への関心が高まっ
た」等の普通以上の解答が８０％以上

マナー教育の徹底（性格を磨き、人間的魅力を高める）

進路学習の充実（講話、ガイダンス、職業体験、面接指導等）

企業との連携（卒業生の近況、求人動向、信頼関係構築等）

実践的教育活動の充実

就職指導の充実
（職業観・勤労観の育成）キャリア教育の推進

（社会的自立に向け
基盤となる能力・態
度の育成） 進学指導の充実

（将来を見据えた進学指導）

社会人基礎力の習得

円滑な学年経営と筑
豊高校を選んでよ
かったと思う生徒の
育成

分掌との連携

学事部と協力し、基礎学力の定着を目指す
筑豊高校で自身が成長できていると感じて
いる生徒９８％以上

生徒育成部と連携し、挨拶や服装指導を継続して行う

キャリア教育部と連携し、進路決定に向けた活動の充実

中堅学年の自覚と責任

先を見通す力をつけ、思いやりをもった責任ある行動を促す

生徒の１・２学期の出席率９８．５％以上ルールの順守、整理整頓の徹底

保護者と緊密に連携を行い、スピード感のある対応を行う

希望進路の実現と、
互いを認め合い、自
己管理と挑戦してい
く強い心の育成

個々の適性に応じた希望進路
の実現

必要に応じて個人面談を行い、様々な視点から生徒の適性を把握する

第１希望進路100％の実現を目指すキャリア教育部と連携し、進路設計のために必要な情報の提供を行う

早期に具体的目標を決定させ、実現に向けて能動的に取り組ませる

自己を管理する強い心と自他
を尊重し合う広い心の醸成

個別支援の充実と責
任感と思いやりのあ
る生徒の育成

学年団、各分掌と協力し個別
支援を充実させる

学年の先生方と連携しながら、基本的生活習慣の定着や校則の順守を目指す
筑豊高校を選んで良かったと感じている生
徒９０％以上

生徒一人ひとりが安心して学校に通えるよう生徒の情報を共有しながら学年全体で生徒を見守る体制を作る

個々に応じた最適な支援を提供し、主体的に行動できる力を身に付けさせる

責任感と思いやりの育成

高校生としての自覚をもち責任をもって何事にも取り組み、行動できる力を身に付けさせる
学校生活は順調またはおおむね順調であ
ると感じている生徒９０％以上

相手の立場に立って物事を考え、思いやりのある行動ができる

自分の発言や行動が周囲にどのような影響力を与えるかを考え、共生社会を生き抜く力を身に付ける
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